
静岡大学定型的試験等取扱要項 

 

（趣旨) 

第１ この要項は、静岡大学受託研究取扱規則第１２条の規定に基づき、静岡大学（以下

「本学」という。）の各学部、創造科学技術大学院、電子工学研究所、グリーン科学技

術研究所及び学内共同教育研究施設（以下「学部等」という。）において、学外者から

の委託を受けて学部等の機器等を使用して行う定型的な試験、測定、検査（以下「試験

等」という。）の取扱いについて必要な事項を定める。 

（申込・受付） 

第２ 試験等の申込は、別紙様式第１号により行うものとする。 

２ 前項の申込の受付は、学術情報部産学連携支援課（以下「産学連携支援課」という。）

で行う。 

（受入条件） 

第３ 試験等の受入れの条件は、次の各号に掲げるところによる。 

(1) 試験等が本学の教育研究上有意義であり、かつ、本学の教育研究に支障を生ずるお

それがないと認められる場合に限って受け入れるものとする。 

(2) 第６に定める試験等の料金は、前納するものとする。ただし、委託者が国（国から

の再委託が明確な場合を含む。）、地方公共団体、国立大学法人、独立行政法人及び

政府関係機関等である試験等の料金のうち、受入れが確実であると判断できる場合は、

後納とすることができる。 

(3) 次に掲げる場合には、委託者の受ける損害に対して本学はその責任を負わないもの

とする。 

ア 委託者の責によって試験等を中止し、損害を生じたとき。 

イ 試験等を行うために提出された試料等（以下「試料等」という。）に損害が生じた

とき。 

ウ 第７号の場合において、機器等を使用する者（以下「使用者」という。）の責によ

り、損害が生じたとき。 

(4) 試験等の実施上、学部等の長が必要と認めたときは、試料等の再提出を求めること

ができる。 

(5) 試料等の搬入及び搬出は、全て委託者が行うものとする。 

(6) 学部等の長が受入れできないと判断した試料等に係る試験等については、受入れを

しないことができる。 

(7)使用者が学部等の担当者の指導・立ち会いの下で直接機器等を使用する場合は、別紙

様式第２号の機器等使用申請書を提出し、同書の確認事項を遵守の上、試験等を行う

ものとする。ただし、使用者は、事前に十分な操作等の指導等を受けなければならな

い。 

（受入れ及び結果の通知） 

第４ 試験等の受入れ及びその結果の通知は、学部等の長の定める手続きを経て産学連携

支援課が行うものとする。 

（秘密の保持） 



第５ 学部等及び委託者（使用者を含む。）は、試験等の実施によって知り得た相手方の

秘密、知的財産等の機密情報等を相手方の書面による同意なしに公開又は第三者に譲渡

してはならない。 

２ 委託者が試験等で得られたデータを公表する場合、原則として本学の名称を使用する

ことはできない。また、本学を特定できる表現も同様とする。ただし、学部等の長が本

学の名称使用を許可した場合においてはこの限りではない。 

（試験等の料金） 

第６ 試験等の料金は、関係部局の協議に基づき学長が別に定める額とする。ただし、学

部等の長が教育研究上必要と認めて試験等のための試料等の提供を要請した場合には、

料金を徴収しないことができる。 

２ 試験等の料金は、本学が発行する請求書により収納する。 

３ 収納した試験等の料金は、原則として返還しない。ただし、特別の事情がある場合又

は委託者の責によらない理由がある場合には、その全部又は一部を返還することができ

る。 

附 記 

この要項は、平成 18 年 12 月 15 日から実施する。 

 附 記 

この要項は、令和元年 12 月 19 日から実施する。 

 


